
■各種ご祈祷のご案内■
入試合格・学業成就 0試験合格 0就職祈願

初官詣 り・十五二詣・安産祈願・無病良災

交通安全・ 自動車祓 0厄祓祈願 0病気干疲

家内安全・宙売繁盛・事業繁栄・方に行安全

成人式・神前結婚式 0長寿歳祝 000等

‐ 当神社では、毎日各種ご祈祷を受付しています。
また、地鎮祭、竣功式、事務所開等の出張祭典や、
赤ちゃんの命名相談も随時受け付けております。
お気軽に社務所までお申込み下さい。



↓＝”御祭神

菅

凛
逍
真

公

学
常
戌
就

吉
道
上
逹

代
々
の
学
者
の
家
柄
に

よ
り
勉
学
に
優
れ
て
い

当
神
社
は
二
柱
の
神
様
を
お
ま
つ
り
し
て
い
ま
す

入
試
合
格
の
守
り
神

昔
歌
上
ｔ
の
守
り
神

お
生
ま
れ
に
な

っ
た
菅
公
は
幼
少
の
頃

ま
し
た
。
五
歳

の
頃

「美
し
や
紅
の
色

な
る
梅

の
花
あ

こ
が
顔
に
も

つ
け
た

く
ぞ
あ
る
」

の
御
歌
を
詠
ま
れ
た

と

伝
わ

っ
て

い
ま
す
。
難
関

の
国
家
試

験

に
も
合
格
し
、
次

々
と
出
せ
を
し
、

右
大
臣
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
魚
な
出
せ
が
災

い
し
、
太
宰
府

に

左
遷

の
憂

き

目

に
道

わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
で
も
誡
を
貫
か
れ
た
お

姿
は
、
後
世
多
く
の
人
の
選
を
動
か

し
、
天
神
様
と
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

逍省

臣
　
令

病
気
子
癒
　
厄
除
開
葉
の
守
り
神

炎
竜
安
全
　
幼
几
虫
針

の
キ
リ
神

人
伴
民
の
祖
神
で
、

に
な
り
、

八
爬
鳥

神
武
天
皇
東
征
の
折
に
先
鋒
を
お

つ
と
め

（
や
た
が
ら
す
）
の
先
導
を
得
て
、
賊
を
打

ち
破
り
皇
軍
を
大
和
に
導
く
軍
功
を

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
神
武
天
皇
印
位

の
折

に
は
官
門
警

護

の
任
を
受

け
、

初
政
務

の
折
に
は
邪
気
を
祓
う
神
事

を
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
故
、
諸

々

の
罪
板
れ
、
邪
気
、
病
気
等
を
打
ち

負
か
す
お
力
が
信
仰
さ
れ
て

い
ま
す
、

ま
た
非
常

に
勇
敢
な
神
様
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
の
守
護

神
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。



¨
御
由
緒

当
神
社
の
い
わ
れ

今
か
ら
約
八
百
年
前
の
こ
と
で
す
。
人
皇
第

八
四
代

順
徒
天
皇
の
時
代
、
定
保
二
年

（
一
二

一
四
）
秋
、
官

中
に
夜
な
夜
な
怪
し
く
光
る
物
体
が
飛
来
し
、
そ
の
時

か
ら
、
順
徳
天
皇
の
皇
女
が
病
に
床
伏
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
宮
中
蓄
一護
の
任
に
当
た

っ
て
い
た
式

将

。
本
間
二
郎
菫
光
は
、
天
皇
の
命
を
受
け
、
家
来
の

伴
隼
人
と
と
も
に
、
そ
の
怪
光
物
を
弓
で
射
落
と
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。
毎
夜
、
そ
の
怪
光
物
と
の
格
闘
の
末
、

う
の
名
手
で
あ

っ
た
伴
隼
人
は
射
落
と
す
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。
射
落
と
し
た
も
の
を
支
く
見
て
み
る
と
、

‥
そ
の
骸
は
野
狐
で
し
た
。

し
か
し
、
皇
女
の
病
は
癒
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
皇

は
色
々
な
こ
と
を
試
さ
れ
ま
し
た
。
医
者
に
見
せ
、
薬

を
飲
ま
せ
、
神
仏
に
祈
り
、
加
持
祈
祷
も
何
度
も
何
度

も
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
功
な
く
、
ま
す
ま
す
皇
女

の
病
は
菫
く
な
る

一
方
で
し
た
。
病
の
原
因
も
わ
か
ら

ず
、
対
気
の
方
法
も
な
く
、
順
徳
天
皇
は
酷
く
御
悩
み

に
な
り
、
陰
陽
博
士
に
御
相
談
な
さ
れ
ま
し
た
。
博
士

の
卜
笙

（占

い
）
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
射
落
と
し
た
野

狐
の
祟
り
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

博
士
の
提
言
に
よ
り
、
本
間
二
郎
菫
光
の
領
地
で
あ

っ
た
二
河
国
菅
生
郷
に
野
狐
の
遺
骸
を
送
り
、
日
本
全

国

。
六
十
余
州
の
名
出
の
上
を
集
め
、
獅
子
形
に
仮
出

を
築
き
、
そ
の
面
を
官
中
の
方
角
に
望
ま
せ
、
野
狐
の

霊
を
慰
め
る
た
め
に
稲
荷
社
を
お
ま

つ
り
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
皇
女
の
病
は
癒
え
、

す

っ
か
り
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
天
皇
は
、
と
て
も
お

喜
び
に
な
り
、
稲
荷
社
の
側
に
瑞
生
出
総
持
尼
寺
と
い

う
尼
寺
を
建
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皇
女
御
自
ら
、

尼
僧
と
な

っ
て
こ
の
寺
に
お
入
り
に
な

っ
た
の
で
す
。

建
保
二
年

（
一
二

一
七
）
の
八
月
二
十
三
日
、
こ
の

総
持
尼
寺
の
鬼
閂
除
け
と
し
て
、
あ
の
野
狐
を
射
落
と

し
た
弓
弦
を
御
神
体
に
し
て
、
本
間
二
郎
菫
光
の
祖
神
、

道
臣
命
を
勧
請
し
、
北
野
庄

（現
当
神
社
鎮
座
地
）
に

天
神
社
を
建
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
当
神
社
の
御
創
建

で
、
当
日寺
は
伴
天
神
と
か
弓
弦
天
神
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

時
代
は
下

っ
て
江
戸
時
代
、
元
禄
三
年

（
一
六
九

〇
）
の
こ
と
で
す
。
江
戸
亀
戸
天
神
の
別
当
職

ｏ
菅
原

信
祐
と
い
う
方
が
、
大
宰
府
天
満
官
の
飛
梅
の
木
に
て

作
ら
れ
た
菅
公
御
神
像
を
奉
持
し
、
大
宰
府
よ
り
江
戸

へ
向
か
う
旅
の
途
中
、
岡
崎
本
陣
中
根
甚
衛
門
方
に

一

宿
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
信
祐
の
枕
元
に
天
神
様

・
菅
原
道
真
公
が

立
た
れ
、
こ
う
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　
で
ヽ
の
岡
崎
の
地

に
音
よ
り

い
い
お
社
が
あ
る
。
そ
こ
に
私
を
勧
請
し
な

へ
ヽ
い
。　
」

翌
朝
、
信
祐
は
こ
の
神
夢
の
こ
と
を
主
人
に
話
し
ま

し
た
。
主
人
は

「
そ
れ
は
き

っ
と
光
野
の
弓
弦
天
神
の

こ
と
で
し
よ
う
。
」
と
言

い
ま
し
た
。
こ
の
話
を
聞
き

つ
け
た
町
中
の
人
は
、
大
変
感
激
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

天
神
社
の
社
殿
を

一
新
し
、
神
夢
の
通
り
、
あ
の
菅
公

御
神
像
を
合
祀
し
、
天
神
様
を
お
ま

つ
り
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
社
名
を
岡
崎
天
満
官
と
改
め
、
現
在
に
至

っ
て

い
ま
す
。

天
満
天
神
と
も
当
神
社
は
称
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
天

満
大
白
在
咸
徳
天
神
の
略
で
、
人
に
満
ち
満
ち
て
大
自

在
の
成
徳
を
お
示
し
下
さ
る
神
様
と
い
う
意
味
で
す
。

天
神
様
は
清
き
ま
こ
と
の
起
で
お
祈
り
す
れ
ば
、
願

い

事
す
べ
て
を
叶
え
て
下
さ

い
ま
す
。

是
非
御
家
族
お
揃

い
で
御
参
拝
賜
り
ま
す
よ
う
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

年
中
祭
事

四
季
折
々
の
お
祭
り

一
月

一
日
　
　
　
　
一九
旦
祭

新
年
の
始
め
に
天
神
様
に
お
参
り
し
、
天
下
泰
平

・
五
穀
豊
穣
を

お
祈
り
し
ま
す
。
午
前
零
時
か
ら
の
初
詣
参
詣
者
に
は
、
厄
年
各

位
に
よ
り
甘
酒
等
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。

一
月

一
日
～
七
日
　
う
そ
か
え
神
事

天
神
様
が
愛
さ
れ
た
鷺
を
か
た
ど
つ
た
お
守
り
を
年
の
始
め
に
替

え
る
こ
と
に
よ
り
、
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
神
事
で
、
災
事
を
吉

事
に
替
え
、
う
そ
を
ま
こ
と
に
替
え
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

一
月
二
十
五
日
　
　
初
天
神
祭

・
新
入
学
特
別
祈
願
祭

天
神
様
の
ご
縁
日
は
毎
月
二
十
五
日
。
新
年
最
初
の
二
十
五
日
が

初
天
神
に
当
た
り
ま
す
。
初
天
神
の
日
に
お
参
り
す
る
と
特
に
ご

利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
毎
年
多
く
の
受
験
生
で
賑
わ
い
ま
す
。

二
月
三
日
　
　
　
　
節
分
祭

（豆
ま
き
）

厄
除
招
福

・
家
内
安
全
を
祈
願
し
、
追
難
祈
祷
と
豆
ま
き
を
行
い

ま
す
。
毎
年
、
二
千
人
を
超
え
る
参
拝
者
で
賑
わ
い
、
空
ク
ジ
無

し
の
福
引
は
大
好
評
で
す
。

梅
花
開
花
期
　
　
　
梅
ま

つ
り

天
神
様
が
愛
さ
れ
た
梅
の
開
花
期
に
合
わ
せ
て
斎
行
し
ま
す
。

こ
の
時
期
、
境
内
梅
園
に
は
梅
の
薇
郁
た
る
芳
香
が
漂
い
ま
す
。

三
月
二
十
五
日
　
　
春
季
大
祭

春
季
奉
賛
会
祈
祷
祭

天
神
様
の
御
命
日

（旧
暦
二
月
二
十
五
日
）
に
ち
な
ん
だ
大
祭
で

す
。
天
神
様
の
ご
威
徳
を
偲
び
、
皇
室
の
弥
栄
と
我
が
国
の
繁
栄
、

そ
し
て
世
界
平
和
を
祈
念
し
、
五
穀
豊
穣
、
諸
産
業
の
繁
栄
、
氏

子
崇
敬
者
の
家
内
安
全

・
無
病
息
災
の
祈
り
を
込
め
、
更
な
る
ご

加
護
を
祈
念
し
ま
す
。
ま
た
奉
賛
会
祈
祷
祭
で
は
、
当
神
社
奉
賛

会
会
員
各
位
の
家
内
安
全

・
事
業
繁
栄
を
祈
願
致
し
ま
す
。

四
月
第

一
日
曜
　
　
勧
学
祭

新
入
学
生
の
学
業
成
就

・
交
通
安
全
を
祈
願
し
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の

お
祓
い
を
行
い
ま
す
。

五
月
二
十
五
日
　
　
英
霊
神
社
祭

当
神
社
氏
子
出
身
で
、
大
東
亜
戦
争
を
始
め
国
難
に
殉
じ
ら
れ
た

護
国
英
霊
を
お
ま
つ
り
す
る
当
神
社
末
社
の
英
霊
神
社
の
一
年
に

一
度
の
大
祭
。
御
遺
族
各
位
参
列
の
下
、
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
す
。

六
月
二
十
五
日
　
　
菅
公
生
誕
祭

天
神
様
の
御
誕
生
日
を
お
祝
い
す
る
お
祭
り
で
す
。

六
月
二
十
九
日
～
三
十
日
　
　
輪
く
ぐ
り
神
事

・
大
祓
式

「夏
越
の
祓
い
」
と
も
い
い
、
夕
刻
五
時
よ
り
、
ご
神
前
に
設
け

た
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
、
無
病
息
災
を
祈
念
し
ま
す
。
併
せ
て
、
交

通
安
全
祈
願
の
自
動
車
輪
く
ぐ
り
も
斎
行
し
ま
す
。

九
月
二
十
三
日
～
二
十
六
日
　
秋
季
大
祭

（例
祭
）

秋
季
奉
賛
会
祈
祷
祭

当
神
社
で

一
番
大
切
な
大
祭
で
す
。
岡
崎
三
大
祭
の

一
つ
で
す
。

神
恩
感
謝
の
各
種
奉
納
余
興
が
開
催
さ
れ
、
氏
子
各
町
か
ら
の
花

火
長
持
ち
や
子
ど
も
神
輿
の
練
り
こ
み
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多

く
の
露
店
が
建
ち
並
び
、
大
勢
の
参
詣
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

十

一
月

一
日
～
二
十
日
　
　
　
七
五
三
祭

男
子
三
歳
と
五
歳
、
女
子
三
歳
と
七
歳
と
い
う
幼
児
の
成
長
段
階

の
節
目
に
当
た
り
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
天
神
様
に
お
参
り
し
、

ご
加
護
を
お
祈
り
し
ま
す
。

十

一
月
二
十
五
日
　
新
嘗
祭

新
穀
を
感
謝
す
る
お
祭
り
で
す
。
五
穀
豊
穣
を
感
謝
し
、
商
工
諸

産
業
の
繁
栄
を
感
謝
し
ま
す
。

十

二
月
二
十

一
日
　
大
祓
式

・
除
夜
祭

一
年
間
、
天
神
様
の
ご
加
護
に
よ
り
、
年
末
を
迎
え
ら
れ
た
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
月
二
十
五
日
　
　
月
次
祭

天
神
様
の
ご
縁
日
で
あ
る
二
十
五
日
に
、
天
下
泰
平

・
五
穀
豊

穣

・
家
内
安
全

・
事
業
繁
栄
を
祈
願
し
ま
す
。

毎
朝
六
時
　
　
　
　
日
供
祭

毎
朝
六
時
に
そ
の
日
の
御
供
物
を
奉
り
、　
一
日
の
ご
加
護
を
祈
念

し
ま
す
。
日
供
祭
は
敬
神
の
念
の
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
ご

参
列
で
き
ま
す
。



督き
h各年言普 需 境 内 案 内 図

建保 5年 (1217)
元禄 3年 (1690)
享保 5年 9月 29日
宝暦 5年 8月 3日
安永 7年 8月 4日
寛政 6年 6月
明治 5年 9月 18日
明治 9年 6月
明治26年 9月

明治40年 10月 26日

昭和 8年 9月 25日

昭禾日15年 2月 25日

昭和20年 7月 20日

昭和21年 9月 25日
日召不日25年 8月 30日
H召不日27年 11月 24日
日召不日33`千 9月 23日
日召不日36Z千 2月 25日
日召不日44年 2月 25日
日召不日45年 3月 25日

昭和47年 3月 25日

昭和50年 9月 25日

昭和52年 4月 25日

昭和53年 9月 25日

昭和56年 3月 25日

平成 5年 9月 25日
平成 8年 12月 25日
平成 11年 3月 25日

平成 11年 6月 25日

平成 11年 7月 20日

平成12年 9月 12日

平成12年 9月 22日

平成13年 8月 25日

平成14年 3月 25日

平成 18年 11月 25日

平成19年 9月 25日

平成20年 9月 25日

年会費 1口  1,200円 (月 額100円 )

(2口 以上の御協力をお願いしています)

当神社では、崇敬者組織である奉賛会の会員を広く募集して

います。奉賛会会員の皆様の御芳名簿は御本殿に納められ、

毎朝の日供祭で家内安全。無病′目、災を御祈念申し上げます。

さらに毎年の神札無料授与や奉賛会祈祷祭の御案内などの特

典もございます。是非多くの皆様に天神様との御神縁を深く

結んでいただきたいと存じます。

入会方法等、詳細は社務所までお問い合わせ下さい。

吻岡崎天満富奉賛会入会のこ案内吻

勅命により、道臣命を勧請し、天神社を建立

菅原道真公を合祀、社名を岡崎天満官と改称

殿宇修造遷座

殿宇修造遷座

殿宇修造遷座
殿宇修造遷座
郷 社 (こ列 格

本殿を 6間後方へ移転、王垣等を新設
本殿修復、拝殿・社務所新築
神餞幣畠料供進神社に指定

御大典記念事業として、本殿・幣殿を新改築

(御本殿の棟木に神宮式年遷官の御古材を賜る)

皇紀2600年記念事業として、社務所を新築

岡崎空襲により、神楽殿以外の社殿悉く全焼

木殿 (仮殿)を新築、神楽殿を移転修復し拝殿とする

幣殿・社務所を新築
宗教法人法により、宗教法人岡崎天満宮を設立

本殿造営、遷座祭を齋行

齋館新築
末社英霊神社を造営

幣殿・拝殿・神骰所を新築

境内梅林を造園
手水舎を新築

岡崎天満宮奉賛会を結成
正面参道補修工事を完工

神札授与所を新築

御鎮座777年祭奉祝玉垣工事並正面参道石畳工事

奉賛会結成20周年記念事業、神牛奉納

手水鉢改修工事完工

今上陛 ド御即位 10年奉祝、西参道入口社標建立

岡崎天満宮敬神婦人会を結成

東海集中豪雨により正面参道東の石垣崩壊

同復旧工事完工

社務所大広間空調工事完工

菅公御神忌1100年大祭、境内梅園整備事業完工

奉賛会結成30周年記念事業 牡丹園を造園
奉賛会結成30周年記念事業 本殿瑞垣改築工事完工
奉賛会結成30周年記念事業 境内整備事業完工

うそ (鷺 )は天神様の可愛がられた鳥で、音か

ら「嘘を食べてくれるJとか「うそをまこと
に変えてくれる」「災い事をうそのように吉事
に変えてくれるJという信仰があります。
当神社では毎年正月に「鷺替神事Jを斎行し,
この鳥をかたどったお守りを授与しています。
一年のおつとめを終えられた「うそ」は境内
の「鷺塚」に鄭重にお納めいたします。

御本殿西脇庭の松は、戦災後、先々代宮司の

真摯な祈りが通じ、奇跡的に真冬に芽生えた
「奇跡の松」です。当神社では戦災復興の象徴
の松として大切に育てています。
遠方からこの松を一目見ようと参拝される方
も数多くいらっしゃいます。

▼うそ ▲うそ塚


